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１．総論

１．１　基本方針

本計画に関する基本方針を以下のとおりとする。

⑴利用者の安全確保：
　利用者は重症化リスクが高く、災害発生時に深刻な被害が生じるおそれがあることに留意して安全
の確保に努める。

⑵サービスの継続：
　利用者の生命、身体の安全、健康を守るために最低限必要となる機能を維持する。

⑶職員の安全確保：
　職員の生命を守り、生活の維持に努める。

１．２　推進体制

平常時の災害対策の推進体制

　【資料１】推進体制を参照。 【資料１】

１．３　リスクの把握

（１）ハザードマップなどの確認

　八幡浜市が作成しているハザードマップを参照する。ハザードマップは見直しが行われることがある
ので、定期的に確認し変更されていれば差し替える。
　【資料２】ハザードマップを参照。

【資料２】

（２）被害想定

　「八幡浜市地域防災計画（以下、「市防災計画」という。）【地震災害対策編】」に記載されている地震
想定の結果を参照する。【資料３】

【資料３】

【自施設・事業所で想定される影響】

　【資料４】のとおり。 【資料４】

１
．
総
論

1 ページ



１．４　優先業務の選定

（１）優先する事業

＜優先する事業＞
⑴総合相談事業、権利擁護事業、包括的・継続的ケアマネジメント事業
⑵新介護予防ケアマネジメント事業、介護予防支援
＜当座停止する事業＞
上記以外の事業

（2）優先する業務

　「八幡浜市災害対策本部事務分掌表」における保健センター分掌事務を最優先とした上で、上記優
先する事業の内、相談業務、ケアマネジメント業務を優先して行う。その際には、【資料５】災害時利用
者一覧（安否確認優先順位）を活用できるよう整備しておく。

【資料５】

１．５　研修・訓練の実施、ＢＣＰの検証・見直し

（５－１）研修・訓練の実施

　以下の教育を実施する。
⑴入職時研修
　・時期：入職時
　・担当：管理者
　・方法：本計画の説明
⑵ＢＣＰ研修及び訓練を行う。（全職員対象）
　・時期：市防災訓練実施時（年１回）
　・担当：研修担当者（係長）
　・方法：ＢＣＰの概念や必要性の共有、机上訓練

（５－２）ＢＣＰの検証・見直し

　以下の活動を定期的に行い、ＢＣＰを見直す。
⑴教育を通じて得た疑問点や改善すべき点についてＢＣＰを見直す。
⑵訓練の実施により判明した新たな課題と、その解決策をＢＣＰに反映させる。
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２．平常時の対応

　平時から、計画の周知、見直し、研修及び訓練を行い、災害の発生から平時への復旧について、応
急的な対処から平常回復までの対応を計画的に行い、サービス利用者への影響を最小限にとどめ
る。また、非常時に優先的に実施すべき業務を整理しておく。

２．１　建物・設備の安全対策

（１）人が常駐する場所の耐震措置

　八幡浜市保健福祉総合センターの施設管理については、保健センター施設管理に準ずる。

（２）設備の耐震措置

　利用者・職員が利用するスペースでは、必要に応じて設備・什器類に転倒・転落防止対策を講じる。
また、不安定に物品を積み上げず、日ごろから整理整頓を行い、転落を防ぐ。

※設備等に関しては、定期的な日常点検を実施する。

（３）水害対策

　保健センターの施設保守点検に準ずる。

２．２　電気が止まった場合の対策

　保健センター備蓄倉庫に備蓄されている自家発電機の使用方法等を確認しておく。
　優先すべき設備は、通信機器、システム（PC）、照明、冷暖房器具。

２．３　ガスが止まった場合の対策

　冬場は灯油ストーブが使用できるよう、ストーブと灯油を備蓄しておく。そのほか、カセットコンロやカ
セットボンベの備蓄も検討する。

２．４　水道が止まった場合の対策

（１）飲料水

　飲料水の確保のため、職員は各自１人あたり、１日３ℓ×３日（最低限）を常時確保しておくこと。

（２）生活用水

　生活用水の確保については、貯水槽の確認をしておくとともに、給水用のタンクの準備と、水を使わ
ない代替手段を準備しておく。
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２．５　通信が麻痺した場合の対策

　被災時は固定電話や携帯電話が使用できなくなる可能性があるため、複数の連絡手段で関係機関
と連絡が取れるように準備する。
⑴携帯電話充電器、乾電池等の確保
⑵災害用トランシーバー、災害時優先電話などの配備
⑶SNSの活用

２．６　情報システムが停止した場合の対策

　電力供給停止などによりシステムの稼働が困難な場合に備え、介護予防支援等の利用者や、継続
支援対象者の基本情報が分かる資料をカルテに保管しておく。

２．７　衛生面（トイレ等）の対策

　被災時は、汚水・下水が流せなくなる可能性があるため、簡易トイレ等を準備しておく。

２．８　必要品の備蓄

　【資料６】備蓄品リストにより、被災時に必要な備品はリストに整理し、計画的に備蓄する。 【資料６】
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３．緊急時の対応

３．１　ＢＣＰ発動基準

　「八幡浜市災害対策本部運営要領　別表第６（第８条関係）」（市防災計画【資料編】参照）の表中に
ある「第３配備」に記載されている基準に基づく。

【資料７】

３．２　行動基準

　職員の行動基準は以下のとおりとする。
⑴地震や家族及び利用者の安否確保
⑵火災、建物崩壊など二次災害への対策
⑶利用者に対する情報発信（避難所開設状況、ライフライン情報、医療や福祉サービスに関する情報
等）

３．３　対応体制

　【資料１】　推進体制を参照。 【資料１】

３．４　対応拠点

　緊急時対応体制の拠点は、保健福祉総合センター内、地域包括支援センターとする。ただし、建物
の破損状況や災害状況に応じて、安全かつ機能性の高い場所に拠点を移動させることを検討してお
く。

３．５　安否確認

（１）利用者

　会計年度任用職員（介護支援専門員等、訪問相談員等）が、【資料５】災害時利用者一覧表 (安否確
認優先順位)により、介護予防支援等利用者や継続訪問対象者の安否確認を速やかに行う。各担当
係長は、安否確認の進捗状況を把握し、適宜管理者へ報告する。

【資料５】

（２）職員

　管理者は、職員の安否確認を速やかに行う。
　自宅等で被災した場合、職員は各自、自身や同居家族が無事かどうか、出勤が可能かどうかについ
て、電話、LINE等で、管理者に自身の安否情報を報告する。

【資料８】
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３．６　職員の参集基準

　職員の連絡先をあらかじめ整理しておく。
　正職員は、「八幡浜市災害対策本部運営要領　別表第６（第８条関係）」（市防災計画【資料編】参照）
に基づき参集する。
　会計年度任用職員は、「３.１BCP発動基準」に基づき参集する。
　ただし、以下のようなすぐに参集できない状況の場合は、連絡が可能になり次第、速やかに管理者
へ報告し、参集ができる状態になり次第参集する。
⑴職員の家族が死亡したとき
⑵職員又は家族が負傷し、治療や入院の必要があるとき
⑶家族の保育又は介護などにより在宅の必要があるとき
⑷同居する家族の安否確認がとれないとき
⑸職員又は家族等の住宅が被災した場合で、職員が当該住宅の復旧作業や生活に必要な物資調達
に従事する必要があるとき
⑹徒歩により参集せざるを得ない場合で、その距離が概ね５㎞以上のとき
⑺自宅周辺が避難指示の対象であるとき
⑻その他合理的な理由がある場合

【資料７】

３．７　避難場所・避難方法

　市が作成しているハザードマップなどを確認し、津波、河川の洪水浸水想定区域および土砂災害警
戒区域の確認、施設外の避難所と避難方法を確認、検討しておく。

３．８　重要業務の継続

　被災時の厳しい状況でも、入所者・利用者の生命・健康を維持するために必ず実施しなければならな
い最低限の業務を「重要業務」として継続を目指す。
　【資料９】重要業務の継続を参照。

【資料９】

３．９　職員の健康管理

　災害発生後、職員が長期間帰宅できない状況も考えられるため、施設内に「休憩・宿泊場所」を確保
する。また、参集した職員の人数により、なるべく職員の体調および負担の軽減に配慮して勤務体制を
組む。

３．１０　復旧対応

⑴破損箇所の確認
　破損箇所の確認のために、被害のあった箇所は写真を撮り、記録しておく。

⑵業者連絡先一覧の整備
　「市防災計画【資料編】」を参照。

⑶情報発信（関係機関、地域、マスコミ等への説明・公表・取材対応）
　「市防災計画」に準ずる。

【資料１０】
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４．他施設や地域との連携

　平常時から他施設等や地域との協力関係を築いておく。各種連絡会等を活用し、平時から
関係機関との連絡体制やそれぞれの動き等の確認調整を行う。
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【資料1】推進体制

担当者 役　割

管理者（地域包括支援センター長）

※管理者が不在の場合は、係長級の職員が代

行する。

・地域包括支援センターの統括

・緊急対応に関する意思決定

・庁内関係部署との連絡調整

・災害の事前対策、訓練の実施

正職員（社会福祉士、保健師、事務職）

・医療機関や他施設等、関係機関との連携

・災害物資の物品管理、補充

・職員の健康管理

・災害対応の活動記録作成

会計年度任用職員

（介護支援専門員、ケアマネジメント支援員、訪

問相談員）

・利用者台帳の作成及び整理

・利用者、ご家族、職員への情報提供及び発信

・利用者に対する災害時ケアマネジメントの準備



【資料２】ハザードマップ









【資料３】被害想定

























【資料４】自施設で想定される影響

東日本大震災の経験値として震度７の地域の復旧日数は、下記の通り。
震度７の場合、電力：１週間、水道：３週間、ガス：５週間でほぼ復旧（リスクを考慮した日数）
震度７の場合、電力：３日　、水道：１週間、ガス：３週間で50%復旧
震度６の場合、震度７の50%復旧を、復旧の目安と想定する

電力が復旧しないと、エレベーター、携帯電話、メールは使えない。

当日 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 ９日目

電力 復旧 → → → → →

エレベーター 復旧 → → → → →

飲料水 給水車 → → → → →

生活用水 給水車 → → → → →

ガス 復旧 → → → → → → → →

携帯電話 復旧 → → → → →

メール 復旧 → → → → →

道路 通行止め→ 部分復旧→

停止→

停止→

自家発電機→

貯水槽分→

停止→

備蓄分→



【資料５】災害時利用者一覧表 (安否確認優先順位)

事業所名：八幡浜市地域包括支援センター 作成：　　　　年　　月　　日

医療・介護 世帯構成 避難所 介護・医療機関

1 人工呼吸器 (高)
介護　太郎

(S2　.　2　　．2　　)
◇◇市☆☆町（△△△） □□病院

高齢世帯、妻は要支援者、古い民家

ALS、ストレッチャー移動、胃ろう、吸引
佐藤 無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

2
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

3
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

4
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

5
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

6
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

7
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

8
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

9
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

10
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

11
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

12
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

13
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

14
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

15
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

16
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

17
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

18
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

19
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

20
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

21
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

22
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

23
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

24
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

25
（　　　　.　　　.　　　）

無事　・　負傷　・　不明　・　外出　・　死亡

※優先順位の「医療・介護」、「世帯構成」は、優先順位を決める際の基準項目であり、順番に意味はない。世帯構成欄には、独居→(独)　高齢世帯→(高)　日中独居→(日)　同居家族あり→(同)と記載する。

No
優先順位※ 氏名

　(生年月日)
住所（小学校区）

想定される避難場所 安否確認

できた日
連絡先 特記 担当者 本人の状況



【資料６】備蓄品リスト

【ライフライン対応】

1 電気 発電機(ガソリン) 1 0 台 屋外倉庫 ー

2 ガス カセットコンロ

3 カセットボンベ 台

4 着火ライター 台

5 水道 ポリタンク 個 ２0リットル/個

6 通信手段 ラジオ

7 トランシーバー 施設内の通話用

8 携帯電話充電器

9 モバイル・バッテリー

10 情報機器 パソコン

11 プリンター

12 データバックアップ・ハードディスク

13 照明機器 懐中電灯

14 乾電池

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

調達先 備考必要量 備蓄量 単位 保管場所 担当者№ 区分 品目



【ライフライン】【防災備品】

1 冷暖房 石油ストーブ

2 灯油

3 カイロ

4 湯たんぽ

5 扇風機

6 水害対策 土のう

7 避難用具 ヘルメット

8 メガホン、拡声器

9 担架

10 リヤカー

11 車椅子

12 担架

13 職員衣服 軍手

14 雨合羽

15 防寒具

16 交通手段 バイク

17 自転車

18 トイレ 簡易トイレ

19 睡眠 毛布

20

21

22

23

24

25

№ 区分 品目 必要量 備蓄量 単位 保管場所 担当者 調達先 備考



【飲料、食品】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

調達先№ 区分 品目 必要量 備考備蓄量 単位 保管場所 担当者



【医薬品・衛生用品・日用品】

1 衛生用品 マスク（不織布製マスク）

2 サージカルマスク

3 体温計（非接触型体温計）

4 ゴム手袋（使い捨て）

5 フェイスシールド

6 ゴーグル

7 使い捨て袖付きエプロン

8 ガウン

9 キャップ

10 次亜塩素酸ナトリウム液

11 消毒用アルコール

12 ガーゼ・コットン

13 トイレットペーパー

14 ティッシュペーパー

15 保湿ティッシュ

16 石鹸・液体せっけん

17 紙おむつ

18 尿パッド

19 ドライシャンプー

20 歯ブラシ

21 石けん

22 タオル

23 肌着

24 生理用品

25 ビニール袋

№ 区分 品目 必要量 保管場所 担当者 調達先 備考備蓄量 単位



【対策本部、防災備品】

1 対策本部 ホワイトボード

2 マーカー(黒、赤)

3 黒板けし

4 BCPマニュアル 情報伝達用

5 持ち出しファイル

6 記録用紙

7 筆記用具 情報伝達用

8 模造紙 情報伝達用

9 付箋紙

10 養生テープ ネームプレートにも利用可

11 ガムテープ

12 サインペン ネームプレートにも利用可

13 施設レイアウト図 地図はＡ３サイズ以上

14 周辺地域地図 地図はＡ３サイズ以上

15 推進体制図

16 連絡先リスト

17

18

19

20

21

22

23

24

25

№ 区分 品目 必要量 備考備蓄量 単位 保管場所 担当者 調達先



【資料７】BCP発動基準



【資料８】職員の安否確認シート

フロア： エリア・ユニット：

No 氏名 安否確認 自宅状況 家族の安否 出勤可否

1
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

2
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

3
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

4
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

5
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

6
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

7
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

8
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

9
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

10
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

11
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

12
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

13
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

14
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

15
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

16
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

17
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

18
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

19
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )

20
無事 ・ 負傷
不明 ・ 死亡

問題なし
半壊 ・ 全壊

無事 ・ 負傷/死亡
備考(　　　　　 )

可能 ・ 不可能
備考(　　　　　 )



【資料９】重要業務の継続
介護予防支援、ケアマネジメントA、B業務

開始目標
発災後
６時間

概ね３日まで １週間まで １ヵ月以内

実態把握
ケアマネジメント

⑴優先順位の高
い利用者から安
否確認を行う。
⑵被害状況の確
認、避難所の開
設状況等情報収
集。

⑴利用者の安否
確認を行う。
⑵支援継続のた
め、事業所等と
の連絡調整。
⑶ライフラインや
避難所等の情報
発信。
⑷安全な居住場
所の確保。

⑴利用者の健康
状態の確認を行
う。
⑵支援継続のた
め事業所等との
連絡調整。
⑶介護施設や医
療、支援制度等
必要な情報発
信。

⑴利用者の健康
状態の確認を行
う。
⑵支援継続のた
め事業所等との
連絡調整。
⑶今後の支援の
方向性を決定す
る。
⑷仮設住宅等居
住の場等の情報
発信。

給付管理
休止 休止（国保連と調

整）
通常業務に近づ
ける。

ほぼ通常業務通
り。

契約事務
休止 休止 通常業務に近づ

ける。
ほぼ通常業務通
り。

委託料等支払い
休止 休止 通常業務に近づ

ける。
ほぼ通常業務通
り。



【資料１０】事業者一覧


























